
青森県十和酪湖町における観光の現状と今後の展望

中田直行

I はじめに

( 1 )研究動機と研究開的

近年の全国的な景気の抵迷や麗用の削減など経済が大きく落ち込んでいる状況の中、様々な分

野への経済波及効果が高い f観光産業Jは、 21世紀の成長産業として大きく注目されている。

そこで、本研究では、 21世紀に注罫される観光産業について、十和田湖町を研究対象地域とし

て、観光業の現状を明ちかにした上で、今後の課題とそれらに対する取り組みについて考察する

ことを目的とする。

本研究では、主に町役場、観光施設などかちの開き取り調査を中心として、観光客の実態を明

らかiごするとともに、町勢要覧などを活用して、歴史的過韓も検討したe

(2)研究対象地域の繍観

青森県十和田湖町は、青森県の甫部中央

に位置し、局閉そ6市町村に接する県境の

町であり、十和田八幡平国立公盟を有し、

面積は371.81k誌で、青森市に次ぐ県内第2

の広さである〈第1図〉。十和田湖、奥入

瀬渓流、八甲田山などの景勝地が数多くあり、

猿倉温泉、谷地温泉、十和田湖温泉郷など

の瓶泉に恵ま才し詞黙が豊かな観光資掠となっ

ている。人口構造を見ると、若年層の町外

流出が目立っている。

町の主な産業は、商業・観光産業であり、

十和田湖畔地域〈休屋地区)を中心として

盛んに行われているe また、その他の地域

では、農業も謹んで、町経済の基幹産業の

ーっとなっている。

第 1図 研究対象地場の概観
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H 十和田湖町の観光地化の歴史

十和田湖町において、主要な観光資源は、国立公髄における春季・秋季の新緑・紅葉や葉季の

冷涼性などといった自然環境がほとんどである。

十和田湖町では、明治時代から菌立公園指定を積極的に鵠きかける動きが起こっていた。そし

て、昭和11年2月l日、国立公聞に指定され、その後、八轍平や岩手山一番も追加となり、 「十

和由八端平国立公欝j に改称された。 1960年代後半の観光ブ…ムにより十和田湖町でも、 1963

年には十和田湖混泉郷が完成し、 1973年には十和田高原開発が着工するなど、行政が観光化によ

り一腰力をいれはじめた。その後、自熱環境に対する都世住民の評価が高まって、十和田識町を

訪れる観光客が多くなり、八叩田口一プーウエーの運行や各種の自動車道など、交通体系の整備

も進み、十和田湖町は、観光地として急速に発展していった。

( 1 )鞭光客の特性

平成13年十和呂識町への観光客の入込

み客数は229万人で、平成8年をぜークと

して減少してきでいる(第2額)。入込数

のうち、日帰客が65%・県外客が70%を

占め、通i品型観光地としての性格を宥して

いる。 4冬季は詣泊施設の半分が営業を停止

し、このことが冬季の観光饗の入込みを臨

難なものとしている。十和田湖町で普から営業をしてきた宿泊施設などは、団体向けの造りの態

E 十和田湖町の観光の現状
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物が多く、近年の閣内旅行形態への対応の遅れも出てきている。月別の入込みをみると、夏季か

ら秋季にかけて観光客が集中して

いる〈第3図)。

(2)交通利用状況

観光の中心である十和田湖畔に

アクセスするためのルートとして

Sつが主要なものと考えちれる。

第4留をみると、常森口と十和田

高口が十和田海援光の流出入の大
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きな割合を占めていることがわかる。第5図 菱青森

かち十和自陣口と三沢口は小坂IC付近や東北

岳動車道八戸線の整備の影響もあって、徐々

に増加していたが、どのル…トも平成8年頃

から減少している。その後、青森口は冬季の

恩道閉鎖が一部解除されるなどの影響もあっ

て少しずつ伸びている。第1表後みると、黒

石口・五戸口は冬季の関、法とんど毎B閉鎖

されるので、他のルートに比べて冬挙の利用

が少ない。このように、冬季の交通の不便さ

が十和田湖町の冬季観光客の減少に大きく影

響していることが考えちれる。

(3)観光り町としての町づくり

(アJvカヂィアンタウン十羽田湖21プラン〉
十和田湖時では、平成5年に fアルカディ

アンタウン十和田湖21プランJを策定した。

これは町役場が主体となって手つかずの自然

を活かし、それを中心に農業と観光の魅力あ

る町づくりを目指すというものである。時で

は、開発をする際に十和田湖町を7つの地域

に分けており、どの地域もその特性を活かし

て、住民が住みやすいのと問時に観光客が来

て楽しめる空間作りをしている。

第 1表 十和賠八幡平間立公閣における尭荊の入歯口期利用状況

0・954'f人 115千人

第4国 十和田湖燭迫の流景画(平成13年度)
{平成13年度青森県観光統計概要より作成)
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N 課題と今後の展望

( 1 )課題と取り組み(東北新幹線八戸駅開業iこ擦して)

課題としては八戸駅からのニ次交通の整備が挙げられる。これについては、パス会社が観光パ

ス路線を撃機したり、十和自湖畔のホテルが共同して無料定期観光パスの運行を開始した。

第2の課題としては、冬季観光の搬興である。自?では、東北新幹線八戸駅開業へ向けて冬季の

観光イベントの長期開催を3年前かち実施 た。もう lつの冬季鎮光搬興策は、 f十和田湖

畔準泉j の開業で、東北新幹線八戸家開業へむけて平成14年12月に各信治施設への配湯をスター

トさせた。

第3の課題としては、滞在聖観光地への転換である。十和田湖町の各宿泊施設で辻、各々が様々

な体験活動を取り入れる取組みを持なっている。捗jえ江「ねぶたハネト体験Jや「民芸品#り体

験J、 f乗馬体験」などが島る。

(2 )今後の護軍

東北新幹線八戸駅開業によって、十和毘湖町を訪れる観光客は一時的に増えると思われる。ま

た、交通網の発遣によりさちに広域観光という蔀で観光市場が広まりを見せるだろう。そうした

中で、十和田湖町が北東北の鰻光の拠点として重要な位置を占め、発展するには、観光関係者の

意識の向上とともにもっと積極的に十和田湖町の魅力を観光市場にアピ…ルすることは欠かせな

いと，思う。

V 結論

十和田湖可は、青森県.~t東北を代表する観光地として、明治時代から発展してきた。しかし、

近年では観光不読の真っ只中に島り、現状としては通過型観光地お性格がよりー趨強まり、冬挙

の観光資源に乏しいということがわかった。平成14年12月の東北新幹線八戸駅開業を観光複興の

チャンスととらえている町では、二次交通対策・冬季観光援興・参加体験型活動の導入など、様々

な対策を行なってきた。新幹隷によって、一時的民観光客が増えると予測されるが、これかちそ

れを維持するには、観光関係者の意識の向上や広域生ずる観光市場への対応など残された課題は

多い。
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